
８卵子の減数分裂について正しいのはどれか。

ａ第一減数分裂は思春期に始まる。

ｂ第一減数分裂は短時間で完了する。

Ｃ第一減数分裂停止はLHサージが解除する。

ｄ第二減数分裂前期に精子が侵入する。

ｅ第二減数分裂は約３日間を要する。

「Ｆ
ｇ
ｍ
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６ハチ毒アレルギーについて正しいのはどれか。

ａ初めてのハチ刺傷でアナフィラキシーを起こすことはない。

ｂ刺傷歴を重ねるごとに軽症化する。

ｃハチ刺傷事故の対策として、エピネフリン自己注射液を携帯できる。

ｄ診断にはリンパ球刺激試験が有用である。

ｅハチに刺されたら、すぐに歩き回った方がよい。

原発性胆汁性肝硬変の治療薬はどれか。

ａコルヒチン

ｂインターフェロン

ｃ核酸アナログ製薬

ｄプロトンポンプ阻害薬

ｅウルソデオキシコール酸

７SIADH（抗利尿ホルモン分泌異常症）

ａ浮腫を認める。

ｂ尿量は減少する。

ｃ血清尿素窒素は高値である。

d血清ﾅﾄﾘｳﾑ値は上昇する｡

ｅ尿・血清浸透圧比は上昇する。

で正しいのはどれか。２正しいのはどれか。

ａウェルシュ菌食中毒の治療には抗菌薬を投与する。

ｂサルモネラ属菌食中毒の潜伏期間は２～６時間である。

ｃ我が国ではノロウイルス食中毒の患者数が増加している。

ｄカンピロバクター食中毒の原因食品は生の牛肉類である。

ｅエルシニア菌食中毒は溶血性尿毒症症候群を合併することがある。

『

３網赤血球数が増加するのはどれか。

ａ赤芽球癖

ｂ腎 性貧 血

ｃ再生不良性貧血

ｄ自己免疫性溶血性貧血

ｅパルポウイルスBl9感染

９神経性食思不振症でみられるのはどれか。３つ選べｃ

ａＴ３低値

ｂ心肥大

ｃうぶ毛の増加

．無月経

ｅ眼球突出

４肺血栓塞栓症で正しいのはどれか。２つ選べ‘

ａ男性に多い。

ｂ肥満は危険因子である。

ｃ進行癌患者では少ない。

ｄ７０歳以上の高齢者では少ない。

ｅ下肢深部静脈血栓が原因となる。

１０圧痛を伴いやすい腫傷はどれか。２つ選べ。

ａ脂肪 腫

ｂ神経鞘腫

ｃ日光角化症

ｄ脂漏性角化症

ｅグロ ム ス 腫 傷

５前立腺肥大症に対して用いられる治療薬はどれか。

ａαアドレナリン遮断薬

ｂβアドレナリン遮断薬

ｃカルシウム捨抗薬

ｄスルホニル尿素薬

ｅループ利尿薬

－１０４２－－１０４１－



１３新生児期にプロスタグランジンの投与が不要なのはどれか。

ａ肺動脈閉鎖症

ｂ左心低形成症候群

ｃ大動脈縮窄症

ｄ完全大血管転位症

ｅ動脈管開存症

『
2010(H22)年度6年生総合試験問題

１６マクロライド系抗菌薬が第一選択となる肺炎起因菌はどれかc

aKJe6sje叱皿鋤沈ｏｌｚｚａｇ
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１１ぶどう膜炎をきたすのはどれか。２つ選べ。

ａ翼状片

ｂ側頭動脈炎

ｃ多発性硬化症

．トキソプラズマ症

ｅサルコイドーシス

１７FDPが高値となるのはどれか。２つ選べ。

ａ大動脈癌

ｂ後天性血友病

ｃ 血 小板無力症

dBernard､Soulier症候群

eKasabach-Merritt症候群

１２羊水過多の原因はどれか。

ａ鎖虹

ｂ前 清胎 礁

ｃ糖尿病合併妊娠

ｄPotter症候群

ｅ子宮内胎児発育遅延

１８頭痛、けいれんを発症し搬送された妊娠32週の27歳の女‘性の頭部FLAIR画像を示す。

Ｆ
電

考えられる診断を２つ選べ。

ａ子 瓶

ｂ片頭痛

ｃ脳州巾

ｄＳＬＥ脳症

ｅアミロイドアンギオパシー

－１０４４－

１４腸管出血性大腸菌感染症に合併する溶血性尿毒症症候群で見られないのはどれか。

ａ血小板減少

ｂ破砕赤血球像

ｃ高カリウム血症

ｄ網状赤血球数低下

ｅ血清ハプトグロビン低下

１５骨粗潅症の危険因子はどれか。２つ選べ。

ａ肥満

ｂ糖尿病

ｃ月経不順

． 連動 不足

ｅ脂質異常症

頭部FLAlR画像

－１０４３－



腫噌を認め来院した。腹部CT写真を示す。

診断はどれか。

ａ肝細胞癌

ｂ肝血管腫

c胆管細胞癌

ｄ肝過形成性結節

ｅ肝エキノコッカス

「Ｆ
個
吐
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２２６５歳の男性。喫煙歴は20歳から現在まで20本/日。頭術、顔面と上肢の腫脹、肱最、呼吸困雌で

受診した。最近の２か月でｌＯｋｇの体重減少も認める。頻呼吸と頻脈があり、経皮的酸素飽和度は

室内気で91％である。診察では頚部の静脈怒張と浮腫性の腫脹を示し、左鎖骨上嵩リンパ節腫大

が著しい。このリンパ節からの生検で馬平上皮猫と診断された。胸部エックス線では右肺上部に

最大径６ｃｍの腫癌影が認められた。

適切な処置はどれか。２つ選べ。

ａ 手 術

ｂ化学療法

ｃ免疫療法

．放射線療法

ｅ血管内ステント

１９起座呼吸を呈する急性心不全の初期治療として正しいのはどれか。

ａ利尿薬の経口投与

ｂβ遮断薬の静脈内投与

ｃステロイドの静脈内投与

ｄ血管拡張薬の静脈内投与

ｅＡＣＥ阻害薬の経口投与

２０冠華縮性狭心症において冠箪縮を誘発する薬物はどれか。

ニコランジル

ベラパミル

アセチルコリン

アミノフィリン

イソプロテレノール

ａ
ｂ
Ｃ
ｄ
ｅ ２３６５歳の女性。飲酒歴はなく、肝疾患を指摘されたこともなかった。腹部超音波検査で肝左葉に

『

２１遺伝性球状赤血球症について正しいのはどれか。

ａ血管内溶血を示す。

ｂＨａｍ試験が陽性となる。

ｃ摘牌にて、球状赤血球は消失する。

ｄ伴性遺伝が多い。

ｅ日本の遺伝性溶血性貧血のなかで最も多い。

腹部ＣＴ写真単純ＣＴ

－１０４６－

腹部ＣＴ写真造影早期拒 腹部CT写真造影後期相

－１０４５－
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２５６２歳の男性。腹部大動脈癌の手術目的で入院となった。入院中、冷や汗を伴う胸痛を認め、

心症と診断し、緊急心臓カテーテル検査を施行した。冠動脈造影写真を示す。

適切な治療法はどれか。

ａ血栓溶解療法

ｂ血管拡張薬の投与

ｃ冠動脈バイパス術

ｄベアメタルステントを用いた経皮的冠動脈形成術

ｅ薬剤溶出性ステントを用いた経皮的冠動脈形成術

狭２４６４歳の男性。検診の腹部超音波検査で陣頭部に多房性の進胞性病変を指摘された。十二指腸の

内視鏡写真と内視鏡的逆行性陣管造影写真を示す。

診断はどれか。

ａ陣管癌

ｂ慢性陣炎

Ｃｌ単内分泌腫傷

ｄ粘液性嚢胞腫傷

ｅ陣管内乳頭粘液性腫傷

鷺

別
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十二指腸の内視鏡写真

「
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冠動脈造影写真

内視鏡的逆行性腺管造影写真
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２７１９歳の女性。５日前から咽頭痛が出現し、同時に38℃台の高熱が続くため来院した。咽頭痛の

ため食事摂取困難であった。頚部リンパ節の著名な増大を認める。口腔咽頭写真を示す。血液所

見:白血球9,500（好中球27％、リンパ球65％)、異型リンパ球７％、血小板１６万血液生化学所見：

ＡＳＴ１２５１Ｕ/ﾉ、ＡＬＴ１８７１Ｕ〃、総ピリルピン０，６ｍｇ/dJ、ＣＲＰ５．９ｍｇ/dJ。

治療として適切なものはどれか。

７１歳の男性。全身倦怠感を主訴に来院した。血液所見:赤血球396万、Ｈｂ8.79/dﾉ、血小板7.5万、

Hｔ２９％、網赤血球２％、白血球3,000（芽球0.0％)。骨髄は正形成で芽球は2.3％、赤芽球系に異形

成が認められ、鉄染色で図に示した細胞が骨髄全有核細胞中の25％を占めていた。

正しいのはどれか。

ａビタミンB12投与が著効を示す。

ｂ貧血は無効造血によるものである。

ｃＨｂの正常化を目標にMAP輸血を継続する。

ｄ自家末梢血幹細胞移植術の絶対的適応である。

eBCL2遺伝子の変異が確定診断の決め手となる。

2６

且

ａ輔液

ｂ切開排膿

ｃ中心静脈栄養

ｄペニシリン投与

ｅ口蓋馬桃摘出術

２８２７歳の男性。尿道分泌物と尿道不快感を主訴に来院。３週間前に異性との性交渉があった。数

日前より蕊液性の分泌物、軽度の尿道不快感を認めた。尿所見：蛋白（一)、糖（一)、潜血（一)。

沈澄：赤血球０－１／1視野、白血球10-30/1視野。

適切な治療薬はどれか。

ａガンシクロピル

ｂアンホテリシンＢ

ｃペニシリン系抗菌薬

ｄマクロライド系抗菌薬

ｅアミノグリコシド系抗菌薬

凸
冒

口腔咽頭写真
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３１６８歳の男性。易疲労性および複視を主訴に来院した。意識は消明。身長１６５ｃｍ、体正７３ｋｇ･

体温36.7℃･呼吸数１３回/分。脈拍６７回/分､整。血圧128/７４ｍｍＨｇ･全方向で複視を認めるが、

瞳孔は左右同大で対光反射は正常である。頚部屈筋と四肢近位筋とに筋力低下を認め、握力は両

側22kg。筋萎縮はなく、深部雌反射は正常。感覚障害と自律神経障害はない。尿所見:蛋白（－)、

糖（－)。血液所見：赤血球384万、Ｈｂｕ７ｇ/dJ、Ｈt３７％、白血球７‘219．血清生化学所見：総

蛋白７．０９/dJ，アルブミン４．５９/dI、総ピリルビン０．３ｍｇ/dJ、AST251U/Z、ＡＬＴ２０１Ｕ/J、ＬＤＨ

１９９１U〃（基準119～229)、ＣＲＰ０．１ｍｇ/ｄｊ。胸部エックス線写真正面像と造影ＣＴを示す。

２９６０歳の男性。２週前から右眼の見えにくさに気付き来院した。視力は右眼0.1(０３×-0.5,)､左眼0.4

（1.2×-1.5,）であった。左眼の眼底には明らかな異常はみられない。右眼の眼底写真を示す。

最も考えられるのはどれか。

ａ糖尿病網膜症

ｂ網膜静脈分枝閉塞症

ｃ網膜動脈分枝閉塞症

ｄ網膜中心静脈閉塞症

ｅ網膜中心動脈閉塞症

『Ｆ
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叔１凸 ■自制
３０２３歳の男'性。幼少時期よりのアトピー性皮膚炎の患者。２日前より顔面に小水庖が出現し急速

に体幹部に拡大した。前胸部の写真を示す。

治療として誤っているのはどれか。

前胸部の写真

咽』
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#景烈ａ安静

ｂ補液

ｃ光線治療

ｄ消炎鎮痛外用薬

ｅ抗ウイルス剤点滴
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胸部エックス線写真正面像

この患者の診断に有用なのはどれか。

ａ針筋電図

ｂポリグラフィ

ｃ誘発筋電図

ｄ神経伝導速度

ｅ脳幹誘発電位

造影ＣＴ
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３４５５歳の男性。腹痛を主訴に来院した。大酒家であるが、最近体調が悪く飲酒量が減少していた

という。身長165ｃｍ、体重50ｋｇ・呼吸数28/分。脈拍120/分、整。血圧１１０/50mmHg。意識は

清明で神経学的異常所見は認めず。腹部は上腹部の強い嬉痛を訴えるが腹膜刺激症状はない。心

電図異常なし。血液所見：赤血球450万、Ｈｂｌ３０ｇ/dZ、白血球9,000、血小板１５万。血液生化学

所見：総蛋白６．８９/dﾉ、総ビリルピン１．０ｍｇ/dj、ＡＳＴｌＯＯＩＵ/Z、ＡＬＴ６０１Ｕ/j、アミラーゼ１２０

１U〃（基準３７～160)、血糖ｌＯＯｍｇ/ｄＩ、浸透圧２８０ｍＯｓｍ/kgo血中ケトン体陽性。動脈血ガス

分析：（roomair）：ｐＨ7.060、PaO290Torr、PaCO223Torr、ＨＣＯ５６０ｍｍｏｌ/ｊ、ＢＥ-23.0．胸

腹部エックス線、胸腹部造影ＣＴに異常所見は認められなかった。

この後行うべき治療または検査で誤っているのはどれか。

ａ開腹手術

ｂ脱水の補正

ｃブドウ糖の補充

ｄビタミンの補充

ｅ静脈血のケトン体定堂

３２２５歳の男性｡バイクを運転中に転倒し救急搬送された。ヘルメットに屯裂を認めた。意識は清明。

左外耳から出血を認めた。頭部単純ＣＴを示す。

予想される症状はどれか。２つ選べＣ

ａ雌聴

ｂ複視

ｃ視力障害

ｄ喚覚脱失

ｅ顔面神経麻嘩

－１０４１３－

３５７歳の女児。就学時から学校で全く話さないため病院を受診した。自宅で家族とは会話する。

幼児健診で異常を指摘されたことはなく、幼稚園では友人がいた。頭部画像検査、脳波検査で異

常所見なし。

考えられる診断はどれか。

ａ表出性言語障害

bAsperger症候群

ｃ選択 かん黙

ｄ多重人格障害

ｅ統合失調症

頭部単純ＣＴ

３３４９歳の男性。疲労感と意欲低下を主訴に妻に伴われて来院した。３か月前に転勤があり、通勤

時間が約２倍かかるようになった。仕事内容も変わり、慣れないため遅くまで残業しノルマをこ

なす状態が続いている。徐々に倦怠感、食欲低下、不眠を自覚するようになった。最近は、朝目

覚めると憂うつで会社に出掛けることを非常に苦痛に感じるようになった。仕事に対し自信を失

い、能力のない自分は辞めなくてはならないと思うようになった。笑うこともなくなり、休みの

日は午後まで布団から出ることが出来ない。

この疾患で特徴的に認められる症状を２つ選べ。

ａ幻聴や幻視

ｂ早朝覚醒

ｃ朝の方が夕方より気分が悪い

ｄ被害妄想

ｅ強迫観念

３６２４歳の男性。１４歳の頃から昼間の強い眠気に悩んでいた。１６歳の頃からは眠気に耐えられず日

中に地面や歩道の上で眠ってしまうこともあった。数分間眠るとスッキリと目覚めたが、またす

ぐに眠たくなった。寝入りばなに非常に鮮明な夢を見ることや、目覚めても数分間にわたり体が

動かず困ることがあった。１８歳時に漫才のテレビ番組を見ていて体中から力が抜けて倒れたこと

があった。夜間は毎日９時間以上眠り、いびきはほとんどかかない。

考えられる疾患はどれか。

ａ重症筋無力症

ｂナルコレプシー

ｃ側頭葉てんかん

．周期性四肢麻揮

ｅ汎自律神経失調症

－１０４１４－
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３９７６歳の男性。２年前より高血圧、糖尿病と前立腺猫で内服治療中。高尿酸血症に対してアロプ

リノールを内服開始したところ、３週後に39℃台の発熱と全身倦怠感を認め、ほぼ全身に浸潤の

少ない紅斑がびまん性に出現した。その数日後には写真に示すような状態となった。口腔内に出

３７７歳の男児Ｑ破行を主訴に来院した。半年前から運動時や階段昇降の際に右股関節痛があり、

２か月前から歩行時に破行があることに母親が気付いた。既往歴に特記すべきことはない。

明らかな低身長は認めない。右股関節には軽度の可動域制限があるが、発赤や熱感はない。近医

で単純エックス線をとり骨端核の不整と馬平化、関節裂隙の拡大を指摘された。

治療で正しいのはどれか。

ａ牽引療法

ｂ切開排膿

ｃピンニング

ｄ関節内注射

ｅ股関節外転免荷装具

龍)､副i電鍵一過息言奪

血性のびらん、眼球結膜の充血と眼脂を認める。

この疾患への対処として不適切なのはどれか。

ａ眼科医に診察を依頼する。

ｂ現在内服中の薬はすべて中止する。

ｃ広汎熱傷に準じた外用処置を行う。

ｄ２次感染を考えて抗真菌薬を投与する。

ｅ副腎皮質ステロイド薬の全身投与を行う。

４０２６歳の男性。咽頭痛を主訴に来院した。１週間前から発熱、咽頭痛があり、２日前よりお茶

は飲めるが食事が徐々に摂れなくなった、呼吸困難はない。体温38.6℃･脈拍98/分、整。血圧

124/78ｍｍＨｇ･血液検査は白血球12,000、ＣＲＰ8.9ｍｇ/dJだった。咽頭所見を示す。

扉

祷

雲霧
３８１２歳の女児。脊柱変形を主訴に来院した。認められ為所見はどれか。２つ選べ。

ａ胸骨隆起

ｂ頭部の変形

ｃ顔面の非対称

ｄ肩甲骨の位置の非対称

ｅウエスト・ラインの位憧の非対称

ｈｈ Ｈ

「

Ｆ
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写真

1１

「この疾患で先ず行うべき治療はどれか。

ａ気管 切開術

ｂ切開排膿

ｃ抗腫傷薬投与

ｄ経過観察

ｅ飲水制限

－'

－１０４１５－ －１０４１６－
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４３３歳の男児。１週間まえより発熱と顔色不良を認め来院した｡体幹部の皮間に点状出血を認める。

血液所見:Ｈｂ７９ｇ/dﾉ､Ｈt22％、白血球数59,000､血小板１．５万。プロトロンピン時間１１‘4秒（基

準対照１１．３秒)、APTＴ33.4秒（基準対照32.2)。血清生化学所見：ＡＳＴ３５単位、ＡＬＴ30単位、

ＬＤＨ2,600単位（基準176～353)、Fel23蝿/dJ、フエリチン５０，９/ｍＺ（基準20～120)。骨髄

血塗抹May-Giemsa染色標本を示す。なお、ぺルオキシダーゼ反応は陰性であった。

この疾患に対する初期治療はどれか。２つ選べ。

４１生後５か月の乳児。出生直後は点状の赤色斑であったものが約１か月で写真の状態になり現在

に至っている。

正しいのはどれか。

ａ直ちに切除する。

ｂ経過観察でよい。

Ｃ今後再び増大する。

ｄ悪性化の危険が高い。

ｅ頭蓋内病変が存在する。

写真

』

ａ骨髄移植

ｂ血小板投与

ｃ抗菌薬投与

ｄ頭蓋放射線照射

ｅ抗腫傷薬による化学療法

－１０４１７－

《

－１０４１８－

僻４２４９歳の女性。動惇、頭痛とのぼせを主訴に受診。身長160ｃｍ、体重68kg・子宮は小鶏卵大、両

側付属器は触知しない。

正しいのはどれか。

ａホルモン補充療法を開始すれば軽快する。

ｂ血圧を測定する。

ｃゴナドトロピンの上昇により卵巣機能が抑制されている。

ｄ甲状腺疾患の可能性はない。

ｅ更年期障害である。

骨髄血塗抹May-Giemsa染色標本

４４３８歳の男性。激しい腹痛が生じ、１時間後に救急車で来院した。発汗し、下腹部を中心とした

圧痛と反跳痛をみとめる。

確定診断に最も有用な検査はどれか。

ａ尿沈澄

ｂ腹部造影CT検査

ｃ腹部レントゲン

ｄ直腸診

ｅ頭部CT検査
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４７６０歳の女性。持続する背部の姪痛があり､体重がlか月で５kg減少したため来院した。発熱なし。

腹部は平坦。圧痛はなく腫痛を触知しない。

血液所見：赤血球350万、Ｈｂｌ２０ｇ/dﾉ、白血球61500、血小板22.4万。血液生化学所見：総ビリ

ルビン０．８ｍｇ/dj、ＡＳＴ３２単位、ＡＬＴ２８単位、空腹時血糖９２ｍｇ/dﾉ、アミラーゼ

７６単位、ＣＥＡ１２ｎｇ/dノ（基準５以下)、ＣＡｌ９－９８８６単位（基準37以下)。腹部造影

ＣＴ検査、ERCP写真を示す。

４５８歳６か月の男児。母親の妊娠分娩歴、家族歴上は問題なく、発達も正常であった。学校でい

じめられたことを契機に、突然大声を出したり、首を横に回旋する動作、咳払いや肩をすくめる

動作の繰り返しが目立つようになった。意識消失は認められず、呼吸抑制もない。一定時間は随

意的に抑制できる。脳波検査で突発波は認めない。

治療薬として正しいのはどれか。

ａ抗バーキンソン薬

ｂ抗 うつ 薬

ｃ睡眠導入薬

。抗精神病薬

ｅ抗不安薬

適切な治療方法はどれか。

ａ陣分節切除術

ｂＩ華体尾部切除術

ｃ乳頭括約筋形成術

ｄ陣頭十二指腸切除術

ｅ十二指腸温存陣頭切除縦

腹部造影CT検査

癖

雨Ｆ
圧
■

４６７歳０か月の女児。両側乳房のしこりと痛みを主訴に来院した。出生歴、家族歴および既往歴

に特記すべきことはない。生来やや大柄である。身長123.8cｍ（+1ＳＤ.)、体重26.0kg。乳房の腫・大

はTanner分類のn期に相当する。陰毛や性器出血は認めていない。

この患児にまず行うのはどれか。

ａ成長曲線作成

ｂ乳房超音波検 査

ｃ手根骨エックス線単純撮影

ｄＬＨＲＨ試験

ｅ頭部単純ＭＲＩ

－１０４２０－

ERCP写真

’

－１０４１９－
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４９６８歳の男性。左第２足吐の壊痕と惚揃を主訴に来院した。３年前から歩行時に左俳腹部の嬉痛

が出現するようになった。lか月前から左第２足吐に皮間潰傷が出現し、次第に範囲が広がってき

た。左大腿動脈の拍動は微弱で、膝嵩動脈、後腰骨動脈、足背動脈は拍動を触知しない。

既往歴：５０歳から高血圧、糖尿病

生活歴：喫煙は40本/日を40年間。

検査所見：血液所見:赤血球306万､Ｈb９．７９/dZ､白血球10,300､血小板33.6万。血液生化学所見：

血糖２８４ｍｇ/dJ、総蛋白７．５９/dJ、アルブミン３．４９/dJ、尿素窒素２５ｍｇ/dﾉ、クレア

チニン１．０ｍｇ/dJ、総コレステロール１５５ｍｇ/dJ、トリグリセリド４３ｍｇ/ｄｊ､、総ビ

リルピン０．２ｍｇ/dJ、ＣＲＰ４．４ｍｇ/dJ。

左足の写真と下肢の動脈造影写真を示す。

最も有効な治療法はどれか。

４８２０歳の女性。５日前から、３８．３～39.1℃の発熱と咽頭痛と1ﾘ１回下痛が出現し、増強したため来院し

た。咽頭は発赤し、馬桃は腫大し白苔の付着を認める。両頚部に示指頭大から母指頭大のリンパ

節を数個、右肋骨弓下に肝を２ｃｍ、左肋骨弓下に牌を２ｃｍ触知する。血液所見：赤血球502万、

Ｈｂｌ２６ｇ/dﾉ、Ｈt４３％、白血球14,000（禅状核好中球３％、分葉核好中球20％、単球３％、リンパ

球57％、異型リンパ球17％)、血小板21万。血清生化学所見:総ビリルビン08mg/dJ、AST144IU/J、

ALT1601U/ﾉ、LDH4801U/11（基準176～353)。CRP28ｍｇ/dﾉｃ

正しいのはどれか。

ａアンピシリンが有効である。

ｂ異型リンパ球はB細胞である。

ｃ劇症型心筋炎の合併はまれである。

ｄ悪性リンパ腫への移行のリスクが高い。

ｅＥＢウイルスによる垂直感染が原因である。

車

＝

可

烈
膨1１１

ａ禁煙

ｂ血栓溶解薬の投与

ｃ外科的血栓摘出術

ｄ外科的バイパス術

ｅβ受容体遮断薬の投与

０

照Ｉ

イ

Ｆ
凶

顎

〈卜Ｉ一~

－１０４２１－

左足の写真 下肢の動脈造影写真

－１０４２２－
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５１５９歳の女性。発熱と多関節術を主訴に来院した。３週前から38℃台の発熱が持続している。両

下腿から足背にかけて紫斑が認められる。Ｈｂ５８ｇ/ｄｊ､白血球１７８００（好酸球0.5％)､血小板46万。

血液生化学所見：尿素窒素１７ｍｇ/dJ、クレアチニン2.2ｍｇ/dJ。ＣＲＰ７７ｍｇ/dJ･腹部ＣＴにて左腎

出血が認められたため、腎動脈造影検査を行った。腎動脈造影の写真を示す。

３歳の女児。下肢の変形を主訴に来院した。母親の妊娠‘出産歴に特記すべきことはない。低

身長や骨変形の家族歴はない。生後３か月からアトピー性皮膚炎があり、生後10か月から､乳製品、

卵、大豆および魚を摂取していない。２歳ころから下肢の変形と歩行の異常に親が気付いていた。

身長84ｃｍ，体重14kg・下肢エックス線写真を示す。

血清で高値が予想されるのはどれか。２つ選べ。

5０

最も考えられるのはどれか。

ａ紫斑病性腎炎

bWegener肉芽腫症

cGoodpasture症候群

ｄ顕微鏡的多発血管炎

ｅ古典的結節性多発動脈炎

Ｐ

ＡＬＰ

ＣＫ（クレアチンキナーゼ）

ａ
ｂ
Ｃ
ｄ
。

｢１，
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晋動脈造影の写真
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－１０４２３－
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下肢エックス線写真

－１０４２４－
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５４３０歳の男性。排便時の鮮血色の出血、Ⅲ門からの腫癌の脱出を主訴に来院した。姪痛、発熱お

よび下痢はない。Ⅲ門からの腫癌の脱出は排便後用手的に整復できる。

診断で正しいのはどれか。

ａ 裂 虹

ｂ痔痩

ｃ内痔核

ｄ血栓‘性外痔核

ｅＭ工門周囲膿傷

５２２４歳の女性。下肢のむくみを主訴に来院。生来健康。２週間前より両下肢のむくみを認めるよ

うになり体重が８kg増加した。来院時､脈拍78/分。血圧126/80ｍｍＨｇ・眼臓浮腫あり。肺野清。

心雑音なし。肝牌を触知せず。両下腿に浮腫あり。尿所見：蛋白3+、蛋白定量4.29/日、潜血十。

血液生化学所見：総蛋白４．８９/ｄｊ、アルブミン２．２９/dlI、総コレステロール３６４ｍｇ/dﾉ、尿素窒素

３６ｍｇ/dJ、クレアチニン１．２ｍｇ/dIo腎生検ＰＡＭ染色標本を示す。

この疾患について正しいのはどれか。

ａ９０％が自然寛解する。

ｂステロイド反応性が良い。

ｃ持続性の低補体血症がみられる。

ｄ抗好中球細胞質抗体が陽性である。

ｅアルブミン選択性が不良の蛋白尿が見られる。

５５２５歳の１回経産婦。前回妊娠時は正常経腫分娩で2‘8009の児を出産した。今回の妊娠経過は順

訓であった。妊娠40週２日に陣痛発来し入院し、６時間後に紺子分娩で3,9009、Apgarスコア、

１分値９点・５分値１０点の児を出産した。分娩後より出血が持続し、１時間後には1,2009の出血

量となり現在も出血が持続している。

この妊婦で最も疑われるのはどれか。２つ選べ。

ａ子宮破裂

ｂ弛緩出血

ｃ産道裂傷

．全前 置胎盤

ｅ常位胎盤早期剥離

●

毅
鮭

鷺 謡灘 ：l
巽

a畿
凸↑

グぷｑｄ

Ａ蜜；聯溺
封

Ｉ

ａ

亨織

雲雲霧蕊蕊
哩
曇
毒
酔霧

』

ー

電葵＝零mざ ５６２歳７か月の男児。１か月前に感冒に擢患し、同時に右の急性中耳炎を併発した。小児科にて

投薬治療を受け症状は数日で軽快した。１週間程度前に母親が呼びかけに対する反応が悪くなっ

ていることを感じたため来院した。

この患児から得られる所見として適当なものはどれか。

ａ補充現象は両側で陽性になる。

ｂテインパノグラムで両側Ｂ型を示す。

ｃＡＢＲにて右側に高度難聴が認められる。

ｄ鼓膜所見では右側に穿孔と耳漏が認められる。

ｅ標準純音聴力検査で両側に伝音雌聴が認められる。

－１０４２６－

晋生検ＰＡＭ染色標本

５３５４歳の男'性。約６か月前の就寝中に突然左第１中足吐関節の窪痛、腫脹、発赤を認めたが、市

販の解熱鎮痛薬を内服したところ症状が改善した。その後､健康診断にて異常を指摘され来院した。

受診時：身長175ｃｍ、体重８８kg・脈拍６０/分。血圧128/６８ｍｍＨｇ・血液検査所見：尿素窒素

３２ｍｇ/dj、クレアチニン２．０５ｍｇ/dJ、尿酸９．４ｍｇ/dJ。尿所見：比重1.010、ｐＨ5.0、蛋白±、糖

４+、潜血±・

投与すべきものはどれか。

ａ抗菌薬

ｂプ ロ ベ ネ シ ド

ｃアロプリノール

．インドメタシン

ｅ副腎皮質ステロイド

－１０４２５－
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５８４８歳の男性。３か月前からの体重減少、夜間の発汗および咳蹴を主訴に来院。喫煙は40本/日を

３０年間。飲酒は日本酒5合/日を40年間。来院時、意識は清明。体温37.8℃・呼吸数24/分。脈拍

１０４/分、整。血圧138/８４mmHgoSpO296％（室内気)。聴診上、右上肺野にrhonchiを聴取する。

胸部エックス線写真と胸部ＣＴを示す。曙疾のグラム染色では多数の白血球を認めるが、細菌は認

めない。

考えられる起因菌はどれか。

ａ緑膿菌

ｂ結核菌

ｃ肺炎球菌

ｄレジォネラ菌

５７５８歳の女'性。１週間前からの目のかすみを主訴に来院した。１年前より全身倦怠感、lか月前より

階段昇降時の息切れを自覚している。２０年前に健康診断で糖尿病と診断され、１５年前より経口血糖

降下薬を内服していた。身長155ｃｍ､体重５２kg・脈拍８８/分､整。血圧166/98mmHg・意識は清明。

眼険臓膜は蒼白であるが、眼球臓膜に黄染は認めない。下腿に浮腫を認める。なお、父親が糖尿病

である。尿所見：蛋白３＋、糖１＋、ケトン体（一)、潜血反応（一)。血液所見：赤血球240万、Ｈｂ

８０/dﾉ､Ｈt25%､白血球7,200､血小板１８万。血清生化学所見:随時血糖値165ｍｇ/dJ､ＨｂＡｌｃ７､2％（基

準４３～5.8)、総蛋白５．８９/dﾉ、アルブミン２．５９/dZ、尿素窒素６６ｍｇ/dj、クレアチニン５．９ｍｇ/dJ、

ＡＳＴ３２単位、ＡＬＴ24単位、ＡＬＰ420単位（基準260以下)、アミラーゼ220単位（基準37～160)。

食事療法で正しいのはどれか。
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胸部エックス線写真
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2010(H22)年度6年生総合試験問題

心不全急性期の治療後に行った心臓カテー６１８０歳の女性◎うっ血性心不全で緊急入院となった。

テル検査で得られた左室、大動脈圧波形を示す。

本疾患で認められない所見はどれか。

ａ遅脈

ｂⅡ音奇異’性分裂

cdeMusset徴候

．駆出性収縮期雑音

ｅ大動脈弁の石灰化

５９６５歳の男性。頚部リンパ節を生検したところ、びまん性大細胞型Ｂ細胞リンパ胆と診断され

た。治療前の検査ではＨｂ１３．０９/dJ、ＬＤＨ５６０Ｕ/ノ（基準119～229Ｕ/〃、可溶性IL-2レセプター

1,750Ｕ/ｍＪ(基準145～519Ｕ/ｍＤ、リンパ腫細胞の骨髄浸潤を認めた。

この患者の予後を推定する因子はどれか。３つ選べ。

ａ年齢

ｂＨｂ値

ｃＬＤＨ値

ｄ骨髄浸潤

ｅ可溶性IL-2レセプター値
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』６０４５歳の女性。会社の健康診断で高血圧を指摘され来院した。脈拍７８/分、整。血圧176/98ｍｍＨｇ。

心雑音はない。上腹部に血管雑音を聴取する。血液所見:赤血球450万､Ｈｂ13.49/dJ､白血球4,200．

血液生化学所見：尿素窒素１６mg/ｄｊ、クレアチニン1.0mg/dI，総コレステロール200mg/dJ、Ｎａ

ｌ４２ｍＥｑ/J、Ｋ3.0mEq/Ｉ、ＣＬ９８ｍＥｑ//、アルドステロン60,9/dJ（基準5～10)、血擬レーン活性

16,9/ｍ〃時間（基準1.2～2.5)。胸部エックス線写真を以下に示す。
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考えられるのはどれか。

aLiddle症候群

bBartter症候群

ｃ大動脈炎症候群

ｄ甲状腺機能元進症

ｅ原発性アルドステロン症
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胸部エックス線写真
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左室、大動脈圧波形



－１０４３１－

『
2010(H22)年度6年生総合試験問題

６３５２歳の男性。労作時呼吸困雌を主訴に来院した。３５歳の頃から咳噺、粘膿性疲および'|怖鳴を自

覚していた。１年前から坂道や階段を上る時に呼吸困難を自覚するようになった。小学生時から

慢性副鼻腔炎があり、２回の手術歴がある。喫煙歴はない。身長168ｃｍ、体重54kg、体温36.7℃・

脈拍７８/分、整。血圧116/70mmHg･軽度のばち指を認める。両側胸部に吸気時のcoarsecrakles

と呼気時のwheezesを聴取する。血液所見:赤沈３７ｍｍ/1時間、白血球数9,600．血清生化学所見：

ＩｇＧ1,860ｍｇ/dノ（基準960～1,960)、ＩｇＡ６４０ｍｇ/dノ（基準110～410)、ＩｇＭ２４０ｍｇ/dノ（基準６５

～350)。免疫学所見：ＣＲＰ４．３ｍｇ/dJ、寒冷凝集反応512倍（基準128以下)。'1客疾から緑膿菌が検

出された。胸部エックス線写真、胸部ＣＴを示す。

治療として適切なのはどれか。

ａシクロスポリンの内服

ｂエリスロマイシンの内服

ｃニューキノロン系抗菌薬の内服

ｄ副腎皮質ステロイド薬の内服

ｅ副腎皮質ステロイド薬の吸入

６２３５歳の女性。労作時呼吸困難を主訴に来院した。喫煙歴はない。５年前に右自然気胸の既往

がある。聴診上呼吸音は情、室内気吸入下での動脈血液ガス分析は、ｐＨ7.40、PaCO240Torr、

Paoﾜ５８Torrであった。胸部エックス線、高分解能ＣＴを示す。

この疾患の合併症について正しいのはどれか。

ａ脳膿蕩

ｂ多血症

ｃ乳び胸

ｄ慢性副鼻腔炎

ｅＡＤＨ不適合分泌症候群（SIADH）
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胸部ＣＴ胸部エックス線写真
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高分解能ＣＴ胸部エックス線
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2010(H22)年度6年生総合試験問題

６５６８歳の男性。５年前から歩行時のふらつきと櫛音障害が出現し徐々に進行した。２年前から歩

行困難、転倒傾向がみられるようになったため受診した。神経所見上、断綴性言語、不明瞭言語

がみられ、眼球運動は上方視の軽度制限あり、明らかな麻陣はないが深部健反射は四肢で元進し

ている。鼻指鼻試験・膝皿試験はともに両側拙劣で、両側で企図振戦と、変換運動障害を認める。

転倒傾向あり、つぎ足歩行は不可能である。

頭部MRIT1強調矢状断とＴ２諭訓水平断画像を示す。

診断はどれか。

ａ多系統萎縮症

ｂパーキンソン病

ｃ亜急‘性小脳変‘性症

。進行性核上性麻陣

ｅ特発性正常圧水頭症

６４必歳の女性。右下肢の建痛・腫脹と呼吸苦を主訴に来院した。４０歳頃から口腔内に有揃性の潰

傷が繰り返し出現していた。また、小さな怪我や虫刺されが化膿する傾向があった。ｌか月前よ

り右下肢の癌痛・腫脹が出現するようになった。２週前より階段昇降時に呼吸苦を感じるように

なり来院した。

来院時、体温36.8℃・脈拍110/分、整。血圧120/５２ｍｍＨｇ・頚部と前胸部の毛のうに一致して

膿庖を認めた。右下腿全体に腫脹と圧捕を認めた。また､同部位に表在静脈の怒張と圧痛を認めた。

右足関節の腫脹と圧痛を認めた。

尿所見：蛋白（一)、糖（一)。血液所見：赤沈３５ｍｍ/１時間、赤血球458万、Ｈｂ１３．７９/d/、

Ｈt40.6％、白血球8,400（好中球68％、好酸球０％、単球６％、リンパ球26％)、血小

板15.5万。ＡＳＴ１９単位（基準40以下)、ＡＬＴｌ６単位（基準35以下)、尿素窒素１６．６

ｍｇ/dJ、クレアチニン０．５７ｍｇ/ｄｊ、ＣＲＰ２．６６ｍｇ/dノ（基準0.3未満)。動脈血ガス分析：

PaO263Torr､PaCO232TorroHCO5238mEq/Z。胸部造影ＣＴと下肢静脈造影を示す。

この疾患でみられるのはどれか。２つ選べ。

ａ鞍鼻

ｂ円板状紅斑

Ｃｌ陰部潰傷
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胸部造影CＴ

ｄ結節性紅斑
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T2強調水平断画像頭部ＭＲＩＴ１強調矢状断

６６２２歳の男性｡バイクの自損事故による腹部外傷が疑われ救急搬送された｡発語可能で意識は清明。

心音、呼吸音とも異常を認めず。呼吸数１８/分。脈拍90/分、整。血圧120/８０ｍｍＨｇ。上腹部の皮

下出血を認め、同部位に痛みを訴えた。腹部は平坦、軟である。

secondarysurvey後に行う検査はどれか。

ａ腹部造影CＴ

ｂ腹腔動脈造影

ｃ上部消化管内視鏡検査

．静脈‘性尿路造影

ｅ磁気共鳴胆管牒管造形
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2010(H22)年度6年生総合試験問題

６７５５歳の女性。腹湘と黒色便を主訴に来院した。２週間前から腹痛と黒色便が出現し、数日前か

ら'1厘吐も認めている。上腹部に有痛性の腫痛を触知するが反跳痛や筋性防御は認めない｡血液所見：

赤血球310万、Ｈｂ７９ｇ/ｄｊ、Ｈt２４％、白血球8,200、血小板５７万。免疫学所見：ＣＲＰＯ４ｍｇ/d/、

ＣＥＡＯ２ｎｇ/ｍノ（基準5.0以下)、ＣＡｌ９－９２Ｕ/ｍＪ（基準37.0以下)。腹部CT写真と小腸造影写真を

示す。

診断はどれか。

ａ直腸癌による腸閉塞。

ｂ小腸腫傷による腸重積。

cMeckel憩室による消化管出血。

ｄ十二指腸漬傷による消化管穿孔。

ｅ潰傷性大腸炎による巨大結腸症。
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小腸造影写真
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腹部ＣＴ写真
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